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24.電装品および自動車用品
ELECTRIC EQU[PMENTS AND APPuANCES

FOR AUTOMOBルES
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昭和35年度の自動車紬よ非常な活況を呈し,増産につぐ増産でこ

れにともなって新車の発表も各方面において行われた｡たとえば二

輪中におけるモペット, 三輪のトラック,軽四輪のトラック,一乗

用車などが和ついで前掛こ姿をあらわし,廉価であること,維持費

の少ないことなどで,顕著な売行きを示している｡また四輪車にお

いても,乗用車,小形ディーゼル申を初めとして各位の新車が発表

になり,市場は空前のにぎわいをホしている｡この状態は今後自動

車の大衆化と相まって,ますます増人するものとノ且われる｡〕

この晴発な情勢にある口動車抑こ対応Lて,日立製作所において

も,各中経にわたって新しい電装占†一気化貨詩を発 し,市場の要望に

こたえることができた｡また,瓜火プラグにおいては-1【!二ち早自勺に定評

のある唯一の点火プラグ熱愉測定用装慣として,17.6エンジンを新

たに設置して研究の推進に努めている｡,

今後日動申界は,ますます高圧縮,高速,高H-1力の方向に進むと

ともに,貿易の自由化にからんでコストダウンが大きな問題となっ

ているので,小形軽!宕二化をはかるとともに,電気的,機械的に性能

耐久力の向上に研究を進め,1上l動車卯の発展に貢献Lたいと考えて

いる｡

24.l 電 品

35年度の電装品は二輪中川電装一汗lから大形ディーゼル中川電装一掃l

に至るまで,脊中程にわたって多数の新製品を発 し,好評のうち

に使用されているが,このうち⊥要なものについて述べる｡

24.l.1二輪車用電装品

従 二輪申の始動は,キック方式であったがここ数年のl帥こ,電

気的始動方式にあらためられ,最近は州毎巨の代用として急速に伸

びてきたモペットにまでスタータダイナモ,またほスタータが使用

されるようになった〕

舞l図ほ35年度隼雄に移Lた二輪車用電装品のうち,モペット級

の電装品の一例である｡この電装品■】は6V系で,スタータは,そのJll

力を遊虫歯ヰによって減 Lて放りJIlし,チェーンによってエンジ

ソを駆動するようになっている｡その=力は0.15kW である.Jま

た点灯充電用のACダイナモは,エンジンのクランクシャフトに直

結して駆動され,電気的,機械的に高回転においても良好な性能を保

持Lている｡=力ほ50Wである._‥点火コイ/しは,■高圧二次コイルが

外ん利こまいてある特殊形で,高速に至るまで良好な火花性能を有L

ている｡このほか,付属品としてマグネチックスイッチ,ブレーカ

などがある｡

24.】.2 軽四輪車用電装品

昭和35年度の自動申界の特色として,

用事か相ついで発

四輪トラック,または乗

され,大衆車とL･て急速な販路を拡般している

ことがあげられる｡第2図はこれら

-･一例を示したもので,小形軽量化に

四輪申に使用される電装品の

たをおい 作されたも

のである｡12V系でほ現在最小の大きさであるが,十分車の什様に

合致し好 のうちに使用されている｡

24.1.3 四輪車用電装品

大形,小形四輪車においても多数の新車が発表されたが, に市

場の注目をあぴたのはニッサン㌧セドリックを初めとする乗用車であ

る｡最近の乗用車の傾向として,電気n荷がましてきたこと,高速,

高圧縮化してきたことがあげられ, 装品においてもこれに対応L

て,高山1転に至るまで良好な性能をもつ小形12V300Wジェネレ

第1図 モペット電装｢ローセット

第2【文1軽四輪中川電装品セット

第3図 24V850Wジェネレータセットおよび

24V 5kWスタータセット

ータを発表L,またディストリビュータにおいても,進角惟能,耐

久牲を著しく向.卜させ,好評を得ている｡

ディーゼル申用電装品としてほ,2,000cc級の小形ディーゼル車

用に12Vl.5kWスタータを発表した｡これほオーリベラソニソグク

ラッチ式のものとしては最大のものである｡また大形バス用として

24V600W,850Wジェネレータ,24V5kWスタータの量産を開始

した｡これらは,いずれも小形軽量化とともに設計上の改良を各所

に加え,防じん形と同時に耐久力の増加をはかっている｡

24.2 気 化 器

コックス気化離テストスタンドおよび台上 験装置などの研

究施設を十二分に活用することにより,35年度は特に1,000～1,500cc
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第1表 口 立 複 式 仕 様 表

第43巻 第1号

適 用 範 囲 形 式 通 風 プヲ式 燃料系銃刀J℃

下向複式(2連)l ソレソクス

下向複式(2迎) ソレックス

侶 11 径

一次側

二次側

ー･次側

二次側

第4図 DAB286-′1形気化器 第5図 DAA320--1形気化器

扱四輪車用と360cc以下の軽甘動車用宜性能のすぐれた

の研究を完成L,以下の製品を生産側始した｡

24.2.1匹愉車用複式(2連)気化器

最近の自動車は著しく高速化されたが,

形気化損

に要求される｡すなわち,高速化は機関の画期的川力向上を要求し,

日動車の大衆化からは燃料消費の経済惟がいっそう追求されるので

ある｡この矛盾した二つの要求を満足するた捌こ常用気化装置と高

JI-1力用気化装置との二つの気化装醤を組合わせた複式(2迎)気化絹

の研究を行ってきたが,その結果第1表の新形気化器を完成し,当_ミ

産を開始した｡構造は写真に示すように常用と高川力用の2個のバ

レルがあり,その中におのおの気化装昭を石しているが十主ノズ′しに

は日立気化器独特の多孔式構造を持っているので燃料微粒化がすぐ

れている｡高rll力用バレルにはスロ､リトルバ′しブのほかに,常用気化

畏-i■㌧:亡内ベンチュリ部空気流辿を--･定他より低下させないための†上l軌

;l胴卸を行う補助バルブがあり,ニのため従来の叩胴気化器に比しい

っそう燃料の経済性を増すことがてさ,最詔=りJは20%以卜の向
1二をみている｡.

2ん2.2 軽自動車用気化器の開発

l-†ざましい軽自動車昇の発掛こ対応し,l二t立製作所でも次の新形

気化器を発 した｡

(1)HEB25形気化器

横形しゆう動弁式構造の気化器であるれ 従来のこの桂のもの

と比べて,ニードルジェット〟式をとらず多才Lノズルを便川した

ため,燃費特性がすぐれている二.本絹はダイハツ

用され好評を得ている二

(2)VAB28形気化器

ゼット中に採

マツダクーペ車用として新設計されたもので,この級のものと

しては始めて加速ポンプが設けられており,加速,燃費ともに良

好である｡材質,桝造についても牛封こ小形軽量化について考ばが

払われている｡

24.3 点火 プラ グ

昭和35年度には世界的に権威ある熱定格測定装置17.6エンジンを

新しく設置し点火プラグの研究に努力している｡そのあらわれとし

て各種点火プラグの性能向上はめぎましく,三,四輪車はもちろん

単車用としても優秀なる製品を満場混 ることができた｡

261与

28て.～
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■..トルノ人 補助 装 置 備 考

弟6図 HEB25pl形気化器 第7図 VAB28-1A形気化器

24.3.117.るエンジンの設置

点火プラグの某新エンジンに対する適合性は耐熱性,耐汚批性の

二つの｣ペ子によってもっとも大きく左イJされるため,これを数値的

にほあくすることはきわめて重要である｡

今回点火プラグの耐熱粧すなわち,熱定桁の測定エンジンとして

世州1勺に権威のあるアメリカ Laboratory Equipment Co. 17.6

エンジンむ設量Lた｡その本体ほ過給式単気箇エンジンで過給圧を

変化させ,点火プラグが日已点火せず正常に作動する限界の平均有

効指ホ旺力7ン測定するものである｡その平均有効指示圧力を点火プ

ラグの熱定格と称し エンジンの回転数,各位の温度,圧力などす

べてし二l動制御されているため測定粘度,再現性がきわめて高い｡こ

のエンジンによって点火プラグの構造,各部､J■法などの熱定格に及

第8岡17.6 エ ン ジ ン

雛9[茎1Ⅰノ15J一形

点火プラグ

第10図 M45W形

点火プラグ
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ぼす影 を明確につかむことができ,↑後の点火プラグ牲能皿†二iこ

大きな期待がもた.一手している､

24.3.2 単車用点火プラグ

数年来行柁のレースなどにおいてすぐれた央綜壬をも/-,ているl一卜､ヒ

ハイスピード点火プラグの技術を†t三かし,_?;叫一川Ⅲ二火プラグ2形式

を量産市販した｡すなわら10111nlロングリーチlノ15J形点火プラ

グがその一一つで,ドリーム,ベンリイ,スーパーカブ川として市場

で好評を得ている(〕

14mmメディアムリーチM45W形ノ

に装着されており,スクータ位f｢1

火プラグほヤマハスクータ

jこ条什を考一点L,耐汚損

性,耐熱性および耐久性ともにすぐれた高級点火プラグである｡特

に絶縁体と栓休金具との｢鞘こ導熱允てん物をノー†三人L,さらに`竜一気加

締を施Lた構造を採用Lて,低速および玉■古速走印判こ安フ上した仲能

を発揮するよう計ってある｡

24.4 カークーラおよびバスターラ

本項についてほ別草｢冷凍および空気調和装FJ′しl･いの2l.4.2カー

クーラ2l.4.3バスターラ を参照されたい｡

24.5 シャシタイナモメータ

近年の〔l動車工

本の自動車工

の発遵は,まことに口ぎましいものがある.-.l~l

の水準を~rtヒち‡川勺レベルまで抑L上げるには不断の仰

究もさることながら,そのr■i動巾の細部にわたっての純増な検椚が

必要である｡しかしながら日本の現状でほ満足なテストコースがな

く,村山テストコースでも近来の1■~1動申のスピードアップに対して

は十分なものではないといわれている｡)また新車の発表までは磯雄

保持の必要もあり公道にてテストすることもイミ~1-√能である｡

これに対し,さらに天候に左イfされないテストの再現などの観点

より,シャシダイナモメータの存在ほ近年高く評価されてきた｡

口立製作所では防術げ技術研究所への大形シャシダイナモメータ

納入につづき,r｢l野l-1動申1業株式会社に納入Lた｡その什機を舞

2表に示す｡

本シャシダイナモメータは,装輪中の前後仙のいずれか---･･1il11を試

験機のドラム上にのせ,回転させながh刷験を行い被試験中の動的

特性を測定する設備であり,試験用ドラム, 変 動力吸収兼髄

動用電動機,制御装吊,計測設備,忙押Ⅰ三補償用フライホイル,エソ

ジン冷却用

動力吸収

凪倣および緊定装損などよりなっている｡

駆動用電動機の制御はワードレオナード7liリ御で,その

ほかの抵抗指令ほ電子弊制御せ朝用している｡

動力吸収電動機は次のトルクを吸11某している｡

(イ)瑞降坂祇胡

(ロ):紋試験中の転り爪抗

(ハ)凪損祇抗

なお旧作補償

っている｡

職川

試験項目としてほ,(1).1焉力

は機相怖にフライホイルiニュって行

料消費景試験,(4)制動試験,(5)加速i 試

行試験,(3)燃

,(6)登｣埠坂試験,
(7)振動,乗心地試験,(8)耐久試験などが行える｡

以上のよ

きなかった

うにシャシダイナモメータの泊用によって,従 実験で

運転時の奔掩のテスト,すなわちシャシタイヤの振

動,変形が行易に観察できるとともに,道路条件,天候,風向きな

どに左ネ†されないのでデータの比較倹討が確実容易に行えるように

なり,シャシダイナモメータの溝躍は日動申■【二

ますます盛んになると思われる｡

の発達と並行して

雛111文l稼動小のシャシダイナモメータ
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170km/hまで
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l,300～2,000mm
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2,000kg
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75kW(連純)
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250%
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第12図 シャシダイナモメータの制御盤
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【7†動車用鉄鋼部品については別章鉄鋼製｢甘■の章を参照されたい｡




